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(57)【要約】
　微孔性材料および物品を開示する。微孔性材料は、ポ
リオレフィンまたはオレフィンポリマーと、前記ポリマ
ーが前記ポリマーの融解温度よりも高い温度において可
溶性であり、前記ポリマーの結晶化温度よりも低い温度
において前記ポリマーから相分離する固体希釈剤と、を
含有する。得られた材料は、固体希釈剤が全体にわたり
存在するポリマーマトリックスを有する微孔性材料であ
る。また、本発明は、熱誘起相分離を用いて微孔性材料
を形成する方法および後続の加工に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ポリオレフィンフィブリルによって相互に接続されたポリオレフィンドメインの
マトリックスと、
　（ｂ）前記ドメイン間に存在する固体希釈剤であって、前記ポリオレフィンおよび前記
固体希釈剤の融解温度よりも高い温度において前記ポリオレフィンと混和性であり、ポリ
マーの結晶化温度よりも低い温度においてポリマーから相分離する固体希釈剤と、
を含む、微孔性材料。
【請求項２】
　前記固体希釈剤がワックスである、請求項１に記載の微孔性材料。
【請求項３】
　前記固体ワックスがパラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス、およびポリ
エチレンワックスの少なくとも１つである、請求項２に記載の微孔性材料。
【請求項４】
　前記固体希釈剤がポリマーまたはコポリマーである、請求項１に記載の微孔性材料。
【請求項５】
　前記ポリオレフィンが、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリイソプレン
、ポリメチルペンテン、およびそれらのコポリマーの少なくとも１つである、請求項１に
記載の微孔性材料。
【請求項６】
　前記固体希釈剤が前記ポリオレフィンドメインを少なくとも部分的に囲む、請求項１に
記載の微孔性材料。
【請求項７】
　核剤をさらに含む、請求項１に記載の微孔性材料。
【請求項８】
　（ａ）２５～７５質量％のポリオレフィンと、
　（ｂ）２５～７５質量％の固体希釈剤と、
を含む、請求項１に記載の微孔性材料。
【請求項９】
　（ａ）２５～５０質量％の高密度ポリエチレンと、
　（ｂ）５０～７５質量％の固体希釈剤と、
を含む、請求項８に記載の微孔性材料。
【請求項１０】
　少なくとも５５質量％のポリエチレンワックス、マイクロクリスタリンワックス、また
はパラフィンワックスを含む、請求項９に記載の微孔性材料。
【請求項１１】
　（ａ）３０～７５質量％のポリプロピレンと、
　（ｂ）２５～７０質量％の固体希釈剤と、
を含む、請求項８に記載の微孔性材料。
【請求項１２】
　核剤をさらに含む、請求項１１に記載の微孔性材料。
【請求項１３】
　約３５～４０質量％のポリエチレンワックスを含む、請求項１１に記載の微孔性材料。
【請求項１４】
　約３５～７０質量％のパラフィンワックスまたはマイクロクリスタリンワックスを含む
、請求項１１に記載の微孔性材料。
【請求項１５】
　（ａ）３５～５５質量％のメチルペンテンコポリマーと、
　（ｂ）４５～６５質量％の固体希釈剤と、
を含む、請求項８に記載の微孔性材料。
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【請求項１６】
　少なくとも４５質量％のパラフィンワックスを含む、請求項１５に記載の微孔性材料。
【請求項１７】
　５０～５５質量％のパラフィンワックスを含む、請求項１５に記載の微孔性材料。
【請求項１８】
　少なくとも９２％の全反射率を有する、請求項１に記載の微孔性材料。
【請求項１９】
　反射光学フィルムに積層された請求項１８に記載の微孔性材料を含む、拡散反射複合物
品。
【請求項２０】
　請求項１に記載の微孔性材料を含む、物品。
【請求項２１】
　セキュリティ・ドキュメントである、請求項２０に記載の物品。
【請求項２２】
　（ａ）溶融ブレンドして、溶融したポリオレフィンポリマー成分と溶融した固体希釈剤
成分とを含む溶液を形成する工程であって、前記溶融したポリマー成分が、前記溶融した
固体希釈剤成分に可溶性である、工程と、
　（ｂ）前記溶融ブレンドした溶液から物品を形成する工程と、
　（ｃ）前記物品を冷却して前記溶融したポリオレフィンポリマー成分を結晶化してポリ
マードメインのマトリックスを形成し、前記溶融した固体希釈剤成分を前記ポリマードメ
イン間に分布した固体希釈剤として凝固させる工程と、
　（ｄ）前記物品を少なくとも１つの方向に延伸することによって多孔性を形成して隣接
したポリマードメインを互いに分離し、その間に相互に接続された微細孔の網目を提供す
る工程であって、得られた物品が、固体希釈剤によって少なくとも部分的に囲まれたポリ
オレフィンポリマードメインを含む、工程と、
からなる、微孔性物品の製造方法。
【請求項２３】
　前記溶融ブレンドした溶液から物品を形成する前記工程が、
（ａ）前記溶融ブレンドした溶液からフィルムを押出す工程を含む、請求項２２に記載の
方法。
【請求項２４】
　溶融ブレンドして、溶融したポリオレフィンポリマー成分と溶融した固体希釈剤成分と
を含む溶液を形成する前記工程が、
（ａ）２５～７５質量％のポリマー成分と２５～７５質量％の固体希釈剤成分とを溶融ブ
レンドする工程を含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２５】
　（ａ）溶融ブレンドして、溶融したポリオレフィンポリマー成分と溶融した固体希釈剤
成分とを含む溶液を形成する工程であって、前記溶融したポリマー成分が、前記溶融した
固体希釈剤成分に可溶性である、工程と、
　（ｂ）前記溶融ブレンドした溶液の物品を形成する工程と、
　（ｃ）前記物品を冷却して前記溶融したポリオレフィンポリマー成分を結晶化してポリ
マードメインのマトリックスを形成し、前記溶融した固体希釈剤成分を前記ポリマードメ
イン間に分布したワックスとして凝固させる工程と、
　（ｄ）前記物品を少なくとも１つの方向に延伸することによって多孔性を形成して隣接
したポリマードメインを互いに分離し、その間に相互に接続された微細孔の網目を提供す
る工程であって、得られた物品が、固体希釈剤によって少なくとも部分的に囲まれたポリ
オレフィンポリマードメインを含む、工程と、
を含む、微孔性物品の製造方法。
【請求項２６】
　溶融ブレンドして、溶融したポリオレフィンポリマー成分と溶融した固体希釈剤成分と
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を含む溶液を形成する前記工程が、
（ａ）２５～７５質量％のポリマー成分と２５～７５質量％の固体希釈剤成分とを溶融ブ
レンドする工程を含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　延伸によって多孔性を形成する前記工程が、
（ａ）約８℃の温度範囲内で延伸することによって多孔性を形成する工程を含む、請求項
２５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、希釈剤の存在下でポリオレフィンポリマーの結晶化によって形成された微孔
性材料などの微孔性材料に関する。また、本発明は、微孔性材料を形成する方法および微
孔性材料を用いて製造された物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　微孔性膜またはフィルムは、固体の濾過用、コロイド物質の限外濾過用、電気化学電池
の拡散バリアまたはセパレータとして、合成皮革の作製において、およびクロス積層体の
作製においてなど、多種多様な用途において使用されている。これらの用途のいくつかは
、合成シューズ、レインコート、上着、テントなどのキャンプ用設備等のための材料を用
いるときなど、液体の水に対してではなく、水蒸気に対する透過性を必要とする。微孔性
膜またはフィルムはしばしば、抗生物質、ビール、油、細菌ブイヨンなどの液体の微量濾
過のために、ならびに空気、微生物試料、静脈流、ワクチン等の分析のために利用される
。また、微孔性膜またはフィルムは、包帯、バンデージの作製において、および他の流体
またはガス透過医学用途において利用される。
【０００３】
　また、微孔性フィルムは、化粧目的のために、油除去クロスおよび拭き取り材として使
用される。フィルムは、使用前に不透明であるが、油に曝露したとき、油が微細孔に充填
するために、透明または半透過性になる。
【０００４】
　微孔性フィルムまたは膜は、流体（ガス、およびしばしば液体）がそれらを通してまた
はそれらの中に流れることを可能にする構造を有する。液体がフィルムまたは膜を通過す
るかどうかは構造の細孔サイズおよび表面エネルギーおよび化学的性質などの多くの他の
性質に依存している。このようなシートは一般に、表面および内部構造が可視光線を散乱
させるので、本来透明な材料から製造された時でも不透明である。
【０００５】
　結晶化可能な熱可塑性ポリマーの微孔性膜またはフィルム、例えば、ポリオレフィン、
ポリエステルおよびポリアミドは固体－液体熱誘起相分離技術を用いて調製されている。
例えば、米国特許第４，７２６，９８９号明細書を参照のこと。この技術においてポリマ
ーは、鉱油などの相溶性液体と溶融ブレンドされ、造形され、熱誘起相分離を達成する条
件下で冷却され、その後に、物品を配向、すなわち延伸し、場合により相溶性液体を除去
する。
【０００６】
　これらの公知の微孔性材料および微孔性材料を製造する方法は多くの適用のために適し
ているが、他の材料が望ましい。例えば、抽出可能な成分が少ないかまたは全くなく、異
なった吸油性質、異なった濾過性質、および異なった取扱性質を有する材料が望ましい。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、広範囲の適用において使用するために適した微孔性材料に関する。微孔性材
料は、結晶化可能なポリオレフィンポリマーと希釈材料との組合せを含有し、それらは微
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孔性材料の形成中に存在し、また、微孔性材料中に存在する。希釈材料は、大気圧におい
て室温で固体である。希釈材料は、ポリマーの融点より高い温度においてポリオレフィン
ポリマーと混和性であり、なおかつポリマーが結晶化する時にポリマーから相分離する。
【０００８】
　本発明の微孔性材料は熱誘起相分離（ＴＩＰＳ）方法を用いて形成される。微孔性材料
を製造するＴＩＰＳ方法は典型的に、結晶化可能なポリオレフィン含有ポリマーと希釈剤
とを溶融ブレンドして、均質な溶融混合物または溶液を形成する工程を有する。室温にお
いて固体である希釈剤は好ましくは、ポリオレフィンポリマーとブレンドする前に少なく
とも部分的に溶融される。この均質な混合物を形成した後、混合物は造形物品に形成され
、ポリオレフィン含有ポリマーが希釈剤から相分離する温度に冷却される。このようにし
て、固体希釈剤化合物を配合された複数の相互に接続された結晶化されたポリオレフィン
ポリマードメインの凝結体を含む非多孔性材料が形成される。
【０００９】
　ポリマー／希釈剤物品の形成後、材料の多孔性は、少なくとも１つの方向に物品を延伸
することによって得られる。この工程は、ポリオレフィンポリマーの隣接したドメインを
互いに分離させて、相互に接続された微細孔によって囲まれた球晶状ドメインの網目を提
供する。微細孔は、固体希釈剤を除去または抽出せずに材料中に存在する。いくつかの実
施形態において、固体希釈材料はポリオレフィンドメインを少なくとも部分的に覆う。
【００１０】
　いくつかの実施形態において、核剤を均質な溶融混合物に添加してもよい。核剤は、一
般に用いられるよりも広い範囲の条件について、微孔性フィルムを製造および結晶化する
ことを可能にする。核剤の存在下で形成するポリマードメインまたは球晶は一般に、核剤
が存在しなかった場合に比べて単位容積当たり増加した数のドメインまたは球晶を有する
。ポリプロピレンポリマーが用いられるとき、核剤を利用するのが好ましい。
【００１１】
　本発明の他の特徴及び利点は、本発明の以下の詳細な説明及び特許請求の範囲から明ら
かであろう。開示内容の原理の上記の要約は、各々の例示された実施形態またはこの開示
内容のすべての実装例について説明することを意図するものではない。より具体的に以下
に記載した詳細な説明は、本願明細書に開示された原理を利用する特定の実施形態を例示
する。また、これらのシステムによって製造された様々な物品および前記物品の製造方法
も説明される。他の特徴および利点は、以下の詳細な説明、実施例、および特許請求の範
囲から明らかである。
【００１２】
　添付された図面のいくつかの図において、同じ部品は同じ参照符号を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　上に記載されたように、本発明は、微孔性材料および方法の様々な改良に関する。全体
的にみて、改良された材料は、ポリオレフィンポリマーと固体希釈剤とを有する様々な多
孔性材料、および製造方法に関する。
【００１４】
　本発明は、熱誘起相分離（ＴＩＰＳ）を用いて製造された、ポリオレフィンと固体希釈
剤とを含む改良された微孔性材料および物品に関する。本発明の改良された材料は、結晶
化可能なポリオレフィンポリマーと固体希釈剤とを含有する。
【００１５】
　本発明の物品および材料は、フィブリルによって接続されたポリオレフィンポリマーの
多数の離隔された（すなわち、互いに分離された）、不規則に分散されたドメインと固体
希釈材料とを特徴とする微孔性構造を有する。この構造は、微孔性材料の有利な多孔性、
強度、および延伸適性を提供する。
【００１６】
　それらの一般的に理解された意味以外に説明を必要とする場合がある様々な用語がここ
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で明細書および特許請求の範囲において用いられる。
【００１７】
　従って、ポリオレフィンポリマーまたはポリオレフィン含有ポリマーを「結晶化される
」と呼ぶとき、これは、それが少なくとも部分的に結晶性であることを意味すると理解さ
れよう。
【００１８】
　さらに、用語「熱可塑性ポリマー」は、普通の溶融加工条件下で溶融加工可能である通
常のポリマーを指すことが理解されよう。用語「熱可塑性ポリマー」は、熱可塑性であり
うるが極端な条件下でのみ溶融加工可能にされるポリマーを含めることを意図しない。
【００１９】
　用語「希釈剤」は、（１）ポリマー材料と混合可能であり、（２）混合物がポリマー材
料の溶融温度よりも加熱される時にポリマー材料と溶液を形成することができ、（３）溶
液がポリマー材料の結晶化温度よりも低く冷却される時にその溶液から相分離する材料で
ある。
【００２０】
　用語「固体希釈剤」は、室温において固体であり、少なくとも約５０℃まで固体である
希釈剤を指す。すなわち、希釈剤の融解温度は５０℃より高く、好ましくは６０℃より高
い。
【００２１】
　用語「融解温度」は、ポリマー、希釈剤、またはそれらの組合せにかかわらず、材料が
溶融する温度を指す。
【００２２】
　用語「結晶化温度」は、ブレンド中に希釈剤と共に存在する時にポリマーが結晶化する
温度を指す。
【００２３】
　用語「融点」は、出版された文献において入手可能である、高純度ポリマーの公認の融
解温度を指す。
【００２４】
　本発明の微孔性材料は、以前の微孔性材料、特に、油などの液体希釈剤で製造された微
孔性材料よりも様々な利点を有する。微孔性フィルムおよび膜の所望の特性は、折り目、
たたみ目を保持することができるか、あるいは他の方法でフィルムまたは膜を密な球につ
ぶすことができることである。ポリマー材料および油から製造された微孔性フィルムおよ
び膜は一般に、たたみ目またはしわを保持することができない。すなわち、油含有材料は
、拡がる傾向がある。
【００２５】
　固体希釈剤によって製造された微孔性フィルムおよび膜は、ＴＩＰＳプロセスの間また
は材料が製造された後にパターンでエンボス加工されてもよい。材料は一般に、エンボス
加工されたパターンを永久的に保持する。いくつかの実施形態において、エンボス加工さ
れたパターンは、材料の微細孔の一部分をつぶすかまたは封止し、それらの位置に材料の
透明なまたは半透明な領域を形成することができる。
【００２６】
　さらに、本発明による微孔性材料は高拡散性であり、ポリマー材料から製造され、液体
希釈剤を含有する微孔性材料よりもずっと高いレベルにおいて可視光線を反射する。典型
的に液体希釈剤の相分離系に見出されない、固体希釈剤によって提供された、付加的な屈
折率の変化、またはモフォロジー特徴のために拡散反射体としての材料の効率が増加され
ると考えられている。
【００２７】
　さらに、固体希釈剤によって製造された微孔性材料は、材料から浸出するかまたは抽出
されうる、より少ない抽出可能な成分を有する。固体希釈剤は、液体希釈剤ほど、材料内
でまたは材料表面上で可動性でない。固体希釈剤微孔性材料は、濾過用途に特に適してお
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り、そこで濾液中の汚染物の量は好ましくは最小にされる。
【００２８】
　本発明の微孔性材料は、結晶化可能なポリオレフィンポリマーと固体希釈材料との組合
せを含有し、それらは微孔性材料の形成中に存在し、また、微孔性材料中に存在する。希
釈材料は、大気圧において室温で固体である。希釈材料は、ポリマーの融点より高い温度
においてポリオレフィンポリマーと混和性であり、なおかつポリマーが結晶化する時にポ
リマーから相分離する。ポリオレフィンポリマーがその結晶化温度よりも冷却するとき、
ポリマー領域は希釈剤から分離して、連続ポリマー相と希釈剤相とを有する材料を形成す
る。微孔性材料の特定の成分、ならびに材料の製造方法はここでさらに詳細に記載される
。
【００２９】
ポリオレフィンポリマー
　微孔性物品のポリマー成分は、結晶化可能なポリオレフィンまたはポリオレフィン含有
材料である。「ポリオレフィン」は、１つまたは複数の二重結合を有する不飽和脂肪族炭
化水素である、一般にアルケンとも称される、オレフィンから誘導された熱可塑性ポリマ
ーのクラスを指す。一般的なポリオレフィンには、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
ブテン、ポリイソプレン、およびそれらのコポリマーなどがある。「ポリオレフィン含有
」は、ポリオレフィンまたはオレフィンマー単位を含有するポリオレフィンコポリマー、
およびポリオレフィンを含有する熱可塑性ポリマーの混合物を指す。ポリオレフィンポリ
マーは、強度および取扱適性など、完成物品において適した性質を有したまま良好なＴＩ
ＰＳ機能性を提供するように選択される。
【００３０】
　微孔性物品は、少なくとも約２５質量％、および約７５質量％以下の結晶化可能なポリ
オレフィン含有ポリマーを含有する。典型的に、物品は、約３０～７０質量％のポリマー
、好ましくは約３５～６５質量％のポリマーを含有する。以下に詳細に説明されるように
微孔性物品中のポリオレフィンのレベルは一般に、用いられた特定のポリオレフィン材料
に大きく依存する。
【００３１】
　ポリオレフィンを含有するポリマー混合物において使用するために適した結晶化可能な
熱可塑性ポリマーは典型的に、通常の加工条件下で溶融加工可能である。すなわち、加熱
したとき、それらは、容易に軟化および／または溶融して押出機などの通常の装置での加
工を可能にし、シートを形成する。結晶化可能なポリマーは、制御された条件下で冷却し
たとき、幾何学的に規則的および秩序結晶構造を自発的に形成する。本発明において使用
するために好ましい結晶化可能なポリマーは高度の結晶度を有し、また、約７０ｋｇ／ｃ
ｍ2または１０００ｐｓｉより大きい引張強さを有する。
【００３２】
　適した結晶化可能な熱可塑性ポリオレフィンポリマーの例には、ポリオレフィン、例え
ばポリエチレン（高密度および低密度を含める）、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリイ
ソプレン、およびそれらのコポリマーなどがある。多くの有用なポリオレフィンはエチレ
ンのポリマーであるが、また、エチレンと１－オクテン、スチレン等とのコポリマーを含
めてもよい。
【００３３】
　上に記載されたように、微孔性物品中のポリオレフィンのレベルは一般に、用いられた
特定のポリオレフィン材料に大きく依存する。また、ポリオレフィンのレベルは、用いら
れた特定の希釈材料に依存する。例えば、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）を導入する微
孔性物品は典型的に２５～５０質量％のＨＤＰＥ、好ましくは３０～４０質量％のＨＤＰ
Ｅを含有するが、また、一般に、用いられた希釈剤に基づいている。別の実施例として、
ポリプロピレン（ＰＰ）を導入する微孔性物品は典型的に３０～７５質量％のＰＰ、好ま
しくは３５～６５質量％のＰＰを含有するが、また、一般に、用いられた希釈剤に基づい
ている。さらに別の実施例として、メチルペンテンコポリマー（ＴＰＸ）を導入する微孔
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性物品は典型的に３５～５５質量％のＴＰＸ、好ましくは４０～４５質量％のＴＰＸを含
有するが、また、一般に、用いられた希釈剤に基づいている。
【００３４】
固体希釈剤化合物
　ポリオレフィンポリマーを希釈剤化合物と配合して微孔性材料を提供する。本発明の微
孔性材料を製造するために結晶化可能なポリオレフィン含有ポリマーとブレンドするため
に適した希釈剤化合物は、結晶化可能なポリマーおよび希釈剤の融解温度以上において結
晶化可能なポリマーが溶解または可溶化して溶液を形成するが、結晶化可能なポリマーお
よび希釈剤の結晶化温度以下において冷却時に相分離する材料である。
【００３５】
　非常にしばしば、固体希釈剤はワックスである。用語「ワックス」は、多数の化学的に
異なった材料に用いられる。ワックスは一般に室温（２０℃）において固体であり、約５
０℃より高い温度において溶融する。ワックスは、本質的に熱可塑性である。最も一般的
な用語において、ワックスは、「天然」または「合成によって」誘導される。天然ワック
スには、動物ワックス（蜜ろう、ラノリン、硬脂など）、植物ワックス（カルナウバ、キ
ャンデリア、および大豆など）の他、化石または地ろうなどのミネラルワックスおよび石
油（パラフィンおよびマイクロクリスタリンなど）などがある。合成ワックスには、エチ
レンポリマーおよびコポリマーがあり、それらには、ポリエチレンおよびエチレン－プロ
ピレンコポリマーなどがある。これらのワックスは低分子量エチレンホモポリマーであり
、一般に直鎖状および飽和している。
【００３６】
　パラフィンワックスは、軽潤滑油蒸留物から誘導される。パラフィンワックスは、２０
～３０個の炭素原子の平均鎖長を有する直鎖炭化水素を主に含有する。パラフィンワック
スは、明瞭に画定された結晶構造を特徴とし、硬質および脆性である傾向を有する。パラ
フィンワックスの融点は一般に、約５０℃～約７０℃の範囲内である。
【００３７】
　マイクロクリスタリンワックスは、重潤滑油蒸留物と残留油との組合せから製造される
。それらは、低画定された結晶構造、一般により暗い色、および一般により高い粘度およ
び融点を有するという点で、パラフィンワックスとは異なる。マイクロクリスタリンワッ
クスは、物理的特性に関してパラフィンワックスよりもずっと広範囲に変化する傾向があ
る。マイクロクリスタリンワックスは、組成のバランスに応じて、軟質および粘着性から
硬質および脆性まで変化することができる。
【００３８】
　必ずしもワックスではない他の材料もまた、固体希釈剤として適している場合がある。
例えば、適した固体希釈剤には、低分子量ポリマーまたはコポリマーがある。
【００３９】
　固体希釈材料の融点は室温より高く、すなわち、融点は少なくとも約５０℃であり、し
たがって室温（約２０℃）において、希釈剤は固体材料である。固体希釈剤は、２つの材
料の融点における差が一般に少なくとも２５℃および好ましくは少なくとも４０℃である
ように、特定のポリオレフィンポリマーと共に使用するために選択されるが、より少ない
融点の差を有する材料が適している場合があると理解される。典型的に、固体希釈剤は、
ポリマーの融点より低い融点を有する。
【００４０】
　また、特定のポリマーと共に使用するために固体希釈剤を選択するとき、それは、溶融
された希釈剤にポリマーが可溶性であるように選択されるのがよい。しかしながら、ポリ
マーは、溶融ブレンドが膜などの得られた物品に形成されるために十分にその形状を保持
しないほど可溶性でないのがよい。
【００４１】
　固体希釈剤として適している市販の製品の特定の例には、インターナショナル・グルー
プ社（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ，Ｉｎｃ．）製の商品名「ＩＧＩ　１２
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３１」（約５３℃の融点を有する）のパラフィンワックス、クロンプトン・ウィトコ（Ｃ
ｒｏｍｐｔｏｎ－Ｗｉｔｃｏ）製の商品名「マルチワックスＷ－８３５」（約７４～８０
℃の融点を有する）、「マルチワックス１８０－Ｗ」（約８０～８７℃の融点を有する）
および「マルチワックスＷ－４４５」（約７７～８２℃の融点を有する）のマイクロクリ
スタリンワックス、およびベイカー・ペトロライト（Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ）
製の商品名「ポリワックス４００」（約８１℃の融点を有する）および「ポリワックス５
００」（約８８℃の融点を有する）の低分子量ポリエチレンワックスなどがある。低分子
量ポリエチレンワックスのための別の用語は、サゾル（Ｓａｓｏｌ）から入手可能である
ような、フィッシャー・トロプシュ（Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ）ワックスである
。「サゾルワックスＣ８０」は、ポリワックス５００に似ている。固体希釈剤として適し
ている別の市販の製品は、ベイカー・ペトロライトから商品名「ＥＰ－７００」（約９６
℃の融点を有する）として入手可能な短鎖エチレン／プロピレンコポリマーである。
【００４２】
　上に記載されたように、微孔性物品中の固体希釈剤のレベルは一般に、用いられた特定
の固体希釈材料に依存する。また、固体希釈剤のレベルは、用いられた特定のポリオレフ
ィンポリマーに大きく依存する。しばしば、より高分子量の希釈剤は、より低分子量の希
釈剤よりも高レベルにおいて存在する。
【００４３】
　例えば、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）を導入する微孔性物品は典型的に、５０～７
５質量％の固体希釈剤、好ましくは６０～７０質量％の固体希釈剤を含有するが、また、
一般に、用いられた希釈剤に基づいている。例えば、ポリワックス４００がＨＤＰＥ中で
用いられるとき、ポリワックス４００は好ましくは、少なくとも５５質量％のレベルにお
いて存在し、ポリワックス５００が用いられるとき、それは少なくとも６５質量％のレベ
ルにおいて存在する。クロンプトン（Ｃｒｏｍｐｔｏｎ）Ｗ－８３５マイクロクリスタリ
ンワックスがＨＤＰＥ中で用いられるとき、ワックスは好ましくは、少なくとも６０質量
％のレベルにおいて存在する。ＩＧＩ　１２３１パラフィンワックスがＨＤＰＥ中で用い
られるとき、ワックスは好ましくは、少なくとも６０質量％のレベルにおいて存在する。
【００４４】
　別の実施例として、ポリプロピレン（ＰＰ）を導入する微孔性物品は典型的に２５～７
０質量％の固体希釈剤、好ましくは３５～６５質量％の固体希釈剤を含有するが、また、
一般に、用いられた希釈剤に基づいている。例えば、ポリワックス４００、ポリワックス
５００、およびＥＰ－７００について、固体希釈剤は、少なくとも３５質量％、好ましく
は約３５～５０質量％のレベルにおいて存在する。ＩＧＩ１２３１パラフィンワックスに
ついては、ワックスは好ましくは、３５～７０質量％のレベルにおいて存在する。
【００４５】
　さらに別の実施例として、メチルペンテンコポリマー（ＴＰＸ）を導入する微孔性物品
は典型的に４５～６５質量％の固体希釈剤、好ましくは５５～６０質量％の固体希釈剤を
含有するが、また、一般に、用いられた希釈剤に基づいている。例えば、ＩＧＩ１２３１
パラフィンワックスが用いられるとき、ワックスは、少なくとも４５質量％およびは好ま
しくは、５０～６５質量％のレベルにおいて存在する。
【００４６】
　ポリマーと希釈剤との特定の組合せは、２つ以上のポリマー、すなわち、２つ以上のポ
リマーおよび／または２つ以上の希釈剤の混合物を含有してもよい。
【００４７】
任意の成分－核剤
　核剤は、異物としてポリマー溶融体に添加されてもよい材料である。ポリオレフィンポ
リマーがその結晶化温度よりも低く冷却するとき、ゆるいコイル状のポリマー鎖が異物の
周りに三次元結晶パターンの領域に配向されて連続したポリマー相と希釈剤相とを有する
材料を形成する。
【００４８】
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　核剤は、本発明の熱誘起相によって分離されたシステムにおいて溶融添加剤の存在下で
作用する。少なくとも１つの核剤が存在することによって、核剤が存在しない時に生じる
ポリマーの結晶化よりもポリマーの結晶化を実質的に加速することによって、ポリプロピ
レンなどの特定のポリオレフィンポリマー材料の結晶化の間、有利である。そして次に、
これは、増加した数の、減少したサイズのドメインの存在のために、より均一な、より強
いミクロ構造を有するフィルムをもたらす。より小さな、より均一なミクロ構造は、単位
容積当たり増加した数のフィブリルを有し、これまで達成可能であるよりも大きな空隙多
孔性および大きな引張強さを提供するように、材料のより大きな延伸適性を可能にする。
核剤の使用に関するさらなる詳細は、例えば、米国特許第６，６３２，８５０号明細書お
よび米国特許第４，７２６，９８９号明細書に記載されている。
【００４９】
　核剤の量は、適した微孔性材料を形成するために十分な核形成部位においてポリオレフ
ィン含有ポリマーの結晶化を開始するために十分でなければならない。この量は典型的に
、希釈剤／ポリマー混合物の０．１質量％未満、さらにより典型的に、希釈剤／ポリマー
混合物の０．０５質量％未満であってもよい。特定の実施において、核剤の量は、希釈剤
／ポリマー混合物の約０．０１質量％（１００ｐｐｍ）～２質量％、さらにより典型的に
希釈剤／ポリマー混合物の約０．０２～１質量％である。
【００５０】
　有用な核剤には、例えば、ガンマキナクリドン、キニザリンスルホン酸のアルミニウム
塩、ジヒドロキノアクリジン－ジオンおよびキナクリジン－テトロン、トリフェネノール
ジトリアジン、二成分開始剤、例えば炭酸カルシウムおよび有機酸またはステアリン酸カ
ルシウムおよびピメリン酸、ケイ酸カルシウム、周期表のＩＩＡ族の金属のジカルボン酸
塩、デルタ－キナクリドン、アジピン酸またはスベリン酸のジアミド、スベリン酸または
ピメリン酸のカルシウム塩、異なったタイプのインジゴゾルおよびシバンチン有機顔料、
キアンクリドン（ｑｕｉａｎｃｒｉｄｏｎｅ）キノン、Ｎ’，Ｎ’－ジシクロヘキシル－
２，６－ナフタレンジカルボキサミド（ＮＪ－Ｓｔａｒ　ＮＵ－１００、ｅｘ　Ｎｅｗ　
Ｊａｐａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．Ｌｔｄ．）、およびアントラキノンレッド、フタ
ロブルー、およびビス－アゾイエロー顔料などがある。好ましい核剤には、ガンマ－キナ
クリドン、スベリン酸のカルシウム塩、ピメリン酸のカルシウム塩ならびにポリカルボン
酸のカルシウム塩およびバリウム塩などがある。
【００５１】
　核剤は、用いられているポリオレフィンポリマーに基づいて選択されるのがよい。核剤
は、液体状態からポリマーの結晶化を促し、ポリマーの結晶化を速めるためにポリマー結
晶化部位の開始反応を高める重要な機能を果たす。従って、核剤は、ポリマーの結晶化温
度において固体であってもよい。核形成部位を提供することによって核剤はポリマーの結
晶化の速度を増加させるので、得られたポリマードメインまたは球晶のサイズは低減され
る。核剤を用いて本発明の微孔性材料を形成するとき、より多量の希釈剤化合物をポリオ
レフィン含有ポリマーに対して用いて微孔性材料を形成することができる。
【００５２】
　核剤を含有することによって、オレフィン含有ポリマーの得られたドメインは、核剤が
用いられなかった場合にドメインが有するサイズよりもサイズにおいて低減される。しか
しながら、得られたドメインサイズは、用いられた添加剤、成分濃度、および加工条件に
依存することは理解されよう。ドメインサイズの低減はより多くのドメインをもたらすの
で、単位容積当たりのフィブリルの数も増加される。さらに、延伸した後、フィブリルの
長さは、達成されうる延伸適性が大きくなるので、核剤が使用されない時よりも核剤が使
用された時に増加されてもよい。同様に、得られた微孔性材料の引張強さを大幅に増加さ
せることができる。したがって、核剤を含有することによって、核剤が存在しない時より
も、有用な微孔性材料を作製することができる。
【００５３】
　核剤の使用は、相分離プロセスの間、ポリプロピレンの固有の結晶性質によって形成さ
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れた形態構造のために、ポリプロピレンポリマーを使用する時に好ましい。
【００５４】
付加的な任意の成分
　様々な付加的な成分が本発明の微孔性材料に含有されてもよい。以下に説明されるよう
に、これらの成分はポリマーブレンド溶融体に添加されてもよく、キャスチング後に材料
に添加されてもよく、または材料の延伸後に材料に添加されてもよい。
【００５５】
　ほとんどの任意の成分をポリオレフィンポリマーおよび固体希釈剤と共に溶融添加剤と
してポリマーブレンド溶融体に添加する。このような溶融添加剤は、例えば、界面活性剤
、帯電防止剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、有機または無機着色剤、安定剤、芳香性物質
、可塑剤、抗微生物剤、難燃剤、および防汚化合物であってもよい。
【００５６】
　これらの任意の成分の量は一般に、それらが核形成または相分離プロセスを妨げない限
り、ポリマーブレンド溶融体の約１５質量％以下、しばしば５質量％以下である。
【００５７】
微孔性物品
　本発明による好ましい物品はシート、膜またはフィルムの形状であるが、他の物品の形
状が予想され、形成可能である。例えば、物品は、チューブまたはフィラメントの形状で
あってもよい。開示された方法によって製造できる他の形状もまた、本発明の範囲内であ
ることが意図される。
【００５８】
　本発明の微孔性材料は、微孔性構造が有用である多種多様な用途において使用可能であ
る。微孔性物品は、独立フィルムであってもよく、または積層などによって、適用に応じ
て、ポリマー、織布、不織布、フィルム、箔またはフォーム、またはそれらの組合せであ
る材料から製造された構造などの支持体に付着されてもよい。
【００５９】
　本発明の微孔性材料を広い範囲の様々な用途において使用することができ、そのいくつ
かにおいて、液体希釈剤を用いて製造された他の微孔性材料は使用されていない。例えば
、しわが寄るかまたは折られたままである本発明の材料の傾向のために、微孔性フィルム
は、紙幣または他のセキュリティ・ドキュメントのための支持体として用いられてもよい
。別の例として、本発明の材料の高拡散性のために、金属化された多層または他の反射光
学フィルムに本発明の微孔性フィルムを付着することができる。これらのタイプの光学フ
ィルムを有する積層構造物は、鏡面（すなわち、鏡状）光学フィルムの固有反射能の性能
を可能にするが、本発明のフィルムによって与えられた光散乱特徴を有する。拡散反射能
は、積層構造物において本発明の非常に薄い多孔性フィルムを用いることによって非常に
有効でありうる。適用の必要性に応じて、積層構造物はなじみやすいかまたは硬質であっ
てもよい。本発明の材料の用途には、ライトボックス、白色標準、写真用ライト、電子黒
板、バックライト付きＬＣＤコンピュータスクリーンまたはＰＤＡ、電話、投射型ディス
プレイシステムまたはテレビ用などの他のスクリーン、太陽電池、ライトパイプ、および
拡散反射能が望ましいいずれかのデバイスが挙げられる。また、微孔性材料は、油除去拭
き取り材または吸い取り紙などの化粧用途に適している。
【００６０】
微孔性物品を製造するための方法
　本発明による微孔性物品の製造は、結晶化可能なポリオレフィンポリマーと固体希釈剤
とを均質な混合物または溶液にブレンドすることを必要とする。ポリマーは、溶融された
固体希釈剤に可溶性である。材料が溶融ブレンドされた後、それらは或る形状に形成され
、ポリオレフィンポリマーと固体希釈剤との間の相分離を促すために、固体希釈剤が凝固
してポリオレフィンポリマーが結晶化する温度に冷却される。溶融された材料は、造形さ
れたとき（例えば、押出されたとき）濾過されて、存在しうる一切の不純物を除去しても
よい。このようにして、半結晶性ポリマーを含む第１の相と固体希釈剤化合物の第２の相
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とを含む凝結体を含む物品が形成される。
【００６１】
　ポリマーは、ポリマーのドメインとして存在する。いくつかの実施形態において、これ
らのドメインは球晶状であるか、または球晶もしくは球晶の凝集塊であってもよい。他の
実施形態において、ドメインは、「レース状」構造を有してもよい。ポリマーの隣接した
ドメインははっきり区別できるが、それらは複数の連続領域を有する。隣接したポリマー
ドメイン間に接触領域があり、そこでこのような連続領域において１つのドメインから次
の隣接したドメインまでポリマーの連続がある。ポリマードメインは一般に、希釈剤によ
って囲まれるかまたは被覆されるが、必ずしも完全にではない。希釈剤は一般に、ドメイ
ン間の間隔の少なくとも一部を占める。
【００６２】
　物品のための好ましい形態は、押出される、ウェブ、フィルムまたは膜のような形態で
ある。
【００６３】
　物品は別の構造と同時に、別の構造の直前に、または後に形成されてもよいことは理解
される。例えば、微孔性物品は、固体または液体希釈剤を用いて製造された第２の微孔性
層と同時押出されてもよい。
【００６４】
　（以下に記載される、一切の延伸前の）形成された物品は一般に半透明および／または
半透過性である。
【００６５】
　その後、物品は典型的に、少なくとも１つの方向に延伸されて、物品の全体にわたって
相互に接続された微細孔の網目を提供する。延伸工程は一般に、造形物品を二軸延伸する
工程を有する。延伸工程は、造形物品の元の面積よりも約１０％～１２００％超の造形物
品の面積増加をもたらす。望ましい延伸の実際の量は、物品の特定の組成および望ましい
多孔度に依存する。
【００６６】
　延伸は、少なくとも１つの方向に延伸を行うことができ、その方向および他の方向の両
方の延伸を行うことができるいずれかの適したデバイスによって行われてもよい。延伸は
、均一なおよび制御された多孔性を得るために均一であるのがよい。フィルムまたはウェ
ブ材料のために、材料は一般に最初に、ウェブ方向、縦方向または長手方向に延伸され、
次いでクロスウェブまたは横断方向に延伸される。
【００６７】
　本発明の微孔性材料は好ましくは、通常の公知の技術によって、例えば、延伸されたシ
ートを拘束したまま熱安定化温度において加熱することによって、寸法安定化される。
【００６８】
　延伸したとき、ポリマードメインが引き離され、連続領域のポリマーを永久的に希薄化
し、それによって、希釈剤で被覆されたドメイン間にフィブリルおよび微細な空隙を形成
し、相互に接続された微細孔の網目を形成する。このような永久的な希薄化（ａｔｔｅｎ
ｕａｔｉｏｎ）はまた、材料の拡散特性を劇的に増加させることによって、物品を不透明
にする。各々の空気／希釈剤、希釈剤／ポリマーおよびポリマー／空気界面は、反射およ
び／または屈折の点または領域であり、光の透過率を抑え、不透明な材料を提供する。ま
た、延伸したとき、希釈剤は、得られたポリオレフィンポリマー相の表面上に被覆された
ままであるかまたは該表面を少なくとも部分的に囲むかどちらかである。大部分の実施形
態において、希釈剤は、ドメイン間に存在し、ドメイン表面の少なくとも一部分を覆う。
希釈剤は、ポリマードメイン間にプレートレットとして存在してもよい。このような微細
構造は、液体希釈剤系または形成後に希釈剤が材料から除去された系において見出されな
い。
【００６９】
　ポリオレフィン、固体希釈剤、およびいずれかの任意の成分を含む各ポリマー溶融混合
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物について、最初の延伸操作のために最適な延伸温度範囲が存在することが確認されてい
る。この最適な延伸温度は、特定のポリオレフィン、特定の固体希釈剤、およびこれらの
成分の相対量に依存している。最適な延伸温度は、固体希釈剤の融点より高いかまたはよ
り低いかのどちらであってもよい。
【００７０】
　材料がこの最適な延伸温度または温度範囲において延伸される場合、材料は、不透明お
よび微孔性になる。最適範囲より高いかまたはより低い温度のどちらかで延伸される場合
、完全な不透明性は得られない。確かに、いくつかの実施形態において、材料は一般に透
明なままであり微孔性ではない。この観察された特色は、液体希釈剤が用いられる時には
それほど明らかでない。液体希釈剤によって、材料は、延伸温度のもっと広い範囲におい
て不透明になる。固体希釈剤を含有する系については、これらの延伸温度範囲は狭く、し
ばしば約８℃より低い。
【００７１】
　本発明の利点は、液体希釈剤とは対照的に、延伸の間、固体希釈剤がポリマーを膨潤ま
たは軟化させる機会をほとんど有さず、希釈剤を抽出することを必要とせずにＨＤＰＥお
よびＴＰＸなどのポリマーを微孔性にすることができることである。液体希釈剤の場合、
希釈剤の抽出は、ＴＰＸなどの特定のタイプの微孔性フィルムの膨潤および細孔のつぶれ
を引き起こすことがある。
【００７２】
　延伸温度の様々な例は以下の通りである。ＨＤＰＥとポリワックス４００ポリエチレン
ワックスとの微孔性材料は、約６０℃の最適な延伸温度を有するが、ＨＤＰＥとＩＧＩ１
２３１パラフィンワックスは、約６３℃の最適な延伸温度を有し、ポリプロピレン（ＰＰ
）とポリワックス４００は、約７７℃の最適な延伸温度を有し、メチルペンテンコポリマ
ー（ＴＰＸ）とＩＧＩ　１２３１は、約７５℃の最適な延伸温度を有する。特定の延伸温
度はポリマー、希釈剤および任意の成分に基づいて変化することが理解される。
【００７３】
　微孔性材料は、様々な組成物のいずれか１つのその上への堆積など、様々な方法によっ
て、様々な公知のコーティングまたは堆積技術のいずれか１つによって、延伸した後にさ
らに改良されてもよい。例えば、微孔性材料は、蒸着またはスパッタリング技術によって
金属で被覆されてもよく、もしくはそれは、接着剤、水性または溶剤系コーティング組成
物、または染料で被覆されてもよい。コーティングは、ロールコーティング、吹付けコー
ティング、浸漬コーティング、またはいずれかの他の公知のコーティング技術などのかか
る他の通常の技術によって行われてもよい。微孔性材料は、例えば、通常の湿潤コーティ
ングまたは蒸気コーティング技術によって帯電防止材料で被覆されてもよい。用いられた
特定の堆積技術は、微孔性表面が平滑であるかまたはパターン化されるかどうかおよび対
称的に造形されるかまたは非対称的に造形されるかに依存する。
【００７４】
　本発明を実施するために１つの好ましい方法を説明するために図１の装置を参照する。
ホッパー１２と様々な領域とを有する押出機装置１０を説明する。ポリオレフィンポリマ
ーを押出機装置１０のホッパー１２に導入する。固体希釈剤をデバイス１３によって溶融
または軟化し、ホッパー１２と押出機出口１７との間の押出機壁内の孔１１経由で押出機
１０に供給する。他の実施形態において、孔１１はホッパー１２の近くに配置されてもよ
い。
【００７５】
　押出機１０は好ましくは、押出機出口１７に向かって減少する温度においてそれぞれ加
熱される、少なくとも３つの領域１４、１５、および１６を有する。約２５～約２０００
マイクロメートルのスリット間隔を有するスロットダイ１９が押出機の後に配置される。
【００７６】
　また、それは、ポリマー／希釈剤溶液のブレンディングを容易にするために押出機出口
１７とスロットダイ１９との間にスタティックミキサー１８などの適した混合デバイスを
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備えることが適している。押出機１０を通過するとき、ポリマーと希釈剤との混合物は、
溶融ブレンドの融解温度またはそれより少なくとも約１０℃高いがポリマーの熱崩壊温度
よりも低い温度に加熱される。混合物を混合して、ポリオレフィンポリマーおよび希釈剤
の結晶化温度よりも低い適した温度に維持された急冷ホイール２０上に層２５としてスロ
ットダイ１９を通して押出される溶融ブレンドを形成する。
【００７７】
　次に、冷却されたフィルムを急冷ホイール２０から縦方向延伸デバイス２２および横断
方向延伸デバイス２３に送り、次いで、引取ローラー２４に送ってロールに捲回してもよ
い。図１の装置によって行われた２つの方向の延伸は、もちろん、任意である。
【００７８】
　ブレンドされた溶融体から膜材料を形成するさらに別の方法は、押出された溶融体をパ
ターン化冷却ロール上にキャストし、ブレンドが冷却ロールと接触しない領域を提供して
パターン化表面を有するほとんど均一な厚さの膜を提供する工程を有し、前記パターン化
表面は、高い微孔質を有するほとんどスキンレスの領域および低減された微孔質のスキン
付き領域を提供する。このような方法は、米国特許第５，１２０，５９４号明細書（ムロ
ジンスキ（Ｍｒｏｚｉｎｓｋｉ））に記載されている。次に膜材料を配向、すなわち延伸
することができる。
【実施例】
【００７９】
　以下の実施例は、本発明によって作製された微孔性材料を示すために与えられる。しか
しながら、以下の実施例は、例示目的のためにすぎず、本発明によって製造され得る多く
の異なったタイプの微孔性材料を包括するものではないことは理解されよう。特に記載し
ない限り、以下の実施例に示された全ての部およびパーセンテージは質量による。
【００８０】
　以下の試験方法を用いて、実施例において製造されたフィルムを特性決定する。
【００８１】
ガーレイ空気流
　この試験は、ＡＳＴＭＤ－７２６方法Ｂによってフィルムを通して空気の５０ｃｍ3を
通過させるために必要とされた秒単位の時間の測定である。
【００８２】
多孔性
　以下の式：多孔性＝（１-（嵩密度／複合密度））×１００を用いて、延伸されたフィ
ルムの測定された嵩密度および延伸する前のポリマー＋固体希釈剤の複合密度に基づいて
計算された値。
【００８３】
泡立ち点の細孔サイズ
　泡立ち点の値は、ＡＳＴＭＦ３１６－８０によってミクロン単位で測定された最大有効
細孔サイズを表し、ミクロン単位で記録される。
【００８４】
反射率の％
　全反射率スペクトルは、パーキン・エルマー（Ｐｅｒｋｉｎ－Ｅｌｍｅｒ）から入手可
能なラムダ９００スペクトロメータ内にフィルム試料を置くことによって定量された。出
力は、３００～８００ナノメートル（ｎｍ）の波長の予め決められた範囲についての各波
長の反射率のパーセントであった。
【００８５】
使用された材料
　以下の材料を用いて微孔性材料を製造した。
ペトロテン（ＰＥＴＲＯＴＨＥＮＥ）５１Ｓ０７Ａ：ポリプロピレンホモポリマー、０．
８ｇ／分のＭＦＩ（ＡＳＴＭＤ１２３８、２３０℃／２．１６ｋｇ）（テキサス州、ヒュ
ーストンのイクィスター・ケミカルズ（Ｅｑｕｉｓｔａｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｈｏｕ
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ｓｔｏｎ，ＴＸ）製）、
フィナテン（ＦＩＮＡＴＨＥＮＥ）１２８５：高密度ポリエチレン、０．０７ｇ／分のＭ
Ｉ（ＡＳＴＭＤ１２３８、１９０℃／２．１６ｋｇ）（テキサス州、ヒューストンのトー
タル・ペトロケミカルズ（Ｔｏｔａｌ　Ｐｅｔｒｏｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｈｏｕｓｔｏｎ
，ＴＸ）製）、
ＴＰＸ　ＤＸ８４５：ポリメチルペンテン、９．０　ＭＦＩ（ＡＳＴＭＤ１２３８、２３
０℃／２．１６ｋｇ）（日本、東京の三井プラスチックス（Ｍｉｔｓｕｉ　Ｐｌａｓｔｉ
ｃｓ，Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎ）製）、
ミラド（ＭＩＬＬＡＤ）３９８８：核剤、３，４－ジメチルベンジリデンソルビトール、
（サウスカロライナ州、イマンのミリケン・ケミカル・カンパニー（Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．，Ｉｎｍａｎ，ＳＣ）製）（ミネソタ州、ミネアポリスのクラ
リアント・コーポレーション（Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐ．，Ｍｉｎｎｅａｐｏｌｉｓ
，ＭＮ）製のＰＰＡ０６４２４９５としてポリプロピレン中の２．５％濃厚物として入手
可能）、
ミラドＨＰＮ－６８：ＨＹＰＥＲＦＯＲＭ　ＨＩ５－５としてポリプロピレン中の５％濃
厚物として入手可能な核剤（サウスカロライナ州、イマンのミリケン・ケミカル・カンパ
ニー製）、
ポリワックス（ＰＯＬＹＷＡＸ）４００：合成ポリエチレンワックス、４５０ＭＷ、８１
℃の融点（テキサス州、シュガーランドのベイカー・ペトロライト（Ｂａｋｅｒ　Ｐｅｔ
ｒｏｌｉｔｅ，　Ｓｕｇａｒ　Ｌａｎｄ，ＴＸ）製）、
ＥＰ－７００：合成エチレン／プロピレンコポリマー、６５０ＭＷ、９６℃の融点（テキ
サス州、シュガーランドのベイカー・ペトロライト製）、
ＩＧＩ１２３１：精製パラフィンワックス、５３℃の融点（ペンシルベニア州、ウェイン
のインターナショナル・グループ（Ｔｈｅ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｇｒｏｕｐ，
Ｗａｙｎｅ，ＰＡ）製）、
Ｗ－８３５：マイクロクリスタリンワックス、７６℃の融点（コネチカット州、ミドルベ
リーのクロンプトン・コーポレーション（Ｃｒｏｍｐｔｏｎ　Ｃｏｒｐ．，Ｍｉｄｄｌｅ
ｂｕｒｙ，ＣＴ）製）。
【００８６】
実施例１
　３５％のポリエチレンと６５％低分子量ポリエチレンワックスとを有する微孔性フィル
ムを以下の手順によって作製した。
【００８７】
　フィナテン１２８５ポリエチレンを４０ｍｍ二軸スクリュー押出機のホッパーに供給し
た。ポリワックス（ＰＯＬＹＷＡＸ）４００低分子量ポリエチレンワックス固体希釈剤を
溶融し、質量流量計を通してポンプ供給し、次いで、一定の速度において注入孔を通して
押出機に導入して３５質量％のポリエチレンと６５質量％のワックス固体希釈剤との組成
物を提供した。核剤を用いなかった。組成物を押出機内で２６０℃に急速に加熱して成分
を溶融し、その後、温度を冷却し、バレルの残部にわたって２０４℃に維持した。溶融組
成物を押出機からフィルターを通して、７．３ｋｇ／時間の流量を有する溶融ポンプに、
次いでネックチューブ経由でコートハンガースリットダイにポンプ供給した。次に溶融カ
ーテンを、１．５メートル／分で動くクロムロール（４６℃）上にキャストした。クロム
ロールは、軸方向および半径方向の両方に１センチメートル当たり４０個の隆起した切頭
角錐からなる刻み付きパターンをその上に有した。次に、５９℃に設定された予熱区域の
最終ロールを有するキリオン長さ配向装置（Ｋｉｌｌｉｏｎ　ｌｅｎｇｔｈ　ｏｒｉｅｎ
ｔｅｒ）を用いてキャストフィルムを２．２５～１の延伸比でインラインで縦方向に延伸
し、領域１～６において６０℃およびヒートセット領域７～８において７２℃の領域温度
設定を有するセリアーテンターを用いて横断方向に２．２５～１の延伸比で延伸した。
【００８８】
　得られたフィルムは、１１４ミクロンの厚さ、６０．０％の多孔性、０．４１ミクロン
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の細孔サイズおよび１６６秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィ
ルムであった。
【００８９】
　図２は、得られたフィルムの約４０００×の走査電子顕微鏡写真である。写真は、クロ
ムロールに対してキャストされたフィルム面の写真である。図２は、レース状ポリマー構
造を有する相互に接続されたポリマーのドメインを示す。
【００９０】
実施例２
　３３％のポリエチレンと６７％のパラフィンワックスとを有する微孔性フィルムを実施
例１と同様に調製したが、ただし、ＩＧＩ　１２３１パラフィンワックスを固体希釈剤と
して全フィルムの６７％において用い、８．２ｋｇ／時間の流量を用い、クロムロールの
温度を２１℃に維持し、約２．３メートル／分の線速度を用いた。
【００９１】
　次に、６１℃に設定された予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用い
てキャストフィルムを縦方向に２．２５～１の延伸比でインラインで延伸し、全ての領域
について５７℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方向に２．２５～
１の延伸比で延伸した。
【００９２】
　得られたフィルムは、１１９ミクロンの厚さ、６０．２％の多孔性、０．３４ミクロン
の細孔サイズおよび１６０秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィ
ルムであった。
【００９３】
実施例３
　３５％のポリエチレンと６５％のマイクロクリスタリンワックスとを有する微孔性フィ
ルムを実施例１と同様に調製したが、ただし、Ｗ－８３５マイクロクリスタリンワックス
を固体希釈剤として全フィルムの６５％において用い、３．６ｋｇ／時間の流量を用い、
クロムロールの温度を６０℃に維持し、約１．９メートル／分の線速度を用いた。
【００９４】
　キャストフィルムをロールに捲回し、次いで、後続の工程において、５４℃に設定され
た予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いて縦方向に２．０～１で延
伸し、領域１～６において４９℃およびヒートセット領域７～８において４３℃の領域温
度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方向に２．０～１の延伸比で延伸した。
【００９５】
　得られたフィルムは、４１ミクロンの厚さ、２５．８％の多孔性、０．１８ミクロンの
細孔サイズおよび６９４秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィル
ムであった。
【００９６】
実施例４
　約６５％のポリプロピレンと約３５％の低分子量ポリエチレンワックスとを有する微孔
性フィルムを実施例１と同様に調製したが、ただし、５１Ｓ０７Ａポリプロピレンをポリ
オレフィンポリマーとして用い、ミラド３９８８核剤を０．０９％において用いた。得ら
れた組成物は約６５質量％のポリプロピレンと約３５質量％のワックス固体希釈剤であり
、０．０９％の核剤を有した。９．１ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を
６７℃に維持し、約６．１メートル／分の線速度を用いた。
【００９７】
　７７℃に設定された予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いてキャ
ストフィルムを縦方向に１．７～１で延伸し、領域１～６において７７℃およびヒートセ
ット領域７～８において９３℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方
向に１．４５～１の延伸比で延伸した。
【００９８】
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　得られたフィルムは、５３ミクロンの厚さ、４４．６％の多孔性、０．３４ミクロンの
細孔サイズおよび４３秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィルム
であった。
【００９９】
　図３は、得られたフィルムの約４０００×の走査電子顕微鏡写真である。写真は、クロ
ムロールに対してキャストされた面の反対側であるフィルム面である。図３は、ワックス
の部分コーティングをその上に有する球晶状ドメインとして存在するポリプロピレン材料
を示す。ワックスを被覆されているポリプロピレン表面に加えて、過剰なワックスは、ド
メイン間の不連続なプレートリット構造として見える。
【０１００】
実施例５
　約６０％のポリプロピレンと約４０％のエチレン／プロピレンコポリマーとを有する微
孔性フィルムを実施例４と同様に調製したが、ただし、ＥＰ－７００ワックスを固体希釈
剤として全フィルム質量の４０％において用い、ミラド３９８８核剤を０．０７５％にお
いて用いた。８．２ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を６６℃に維持した
。約６．１メートル／分の線速度を用いた。
【０１０１】
　９９℃に設定された予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いてキャ
ストフィルムを縦方向に１．７～１で延伸し、領域１～６において１１６℃およびヒート
セット領域７～８において１２９℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横
断方向に１．８～１の延伸比で延伸した。
【０１０２】
　得られたフィルムは、３８ミクロンの厚さ、３１．２％の多孔性、０．３４ミクロンの
細孔サイズおよび７１秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィルム
であった。
【０１０３】
実施例６
　約４０％のポリプロピレンと約６０％のマイクロクリスタリンワックスとを有する微孔
性フィルムを実施例４と同様に調製したが、ただし、Ｗ－８３５マイクロクリスタリンワ
ックスを固体希釈剤として全フィルム質量の６０％において用い、ミラド３９８８核剤を
０．０９％において用いた。８．２ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を６
６℃に維持した。約６．１メートル／分の線速度を用いた。
【０１０４】
　６６℃に設定された予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いてキャ
ストフィルムを縦方向に１．７～１で延伸し、領域１～６において７４℃およびヒートセ
ット領域７～８において８８℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方
向に１．７～１の延伸比で延伸した。
【０１０５】
　得られたフィルムは、１６３ミクロンの厚さ、４６．６％の多孔性、０．４２ミクロン
の細孔サイズおよび４９．５秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フ
ィルムであった。
【０１０６】
実施例７
　約５０％のポリプロピレンと約５０％のパラフィンワックスとを有する微孔性フィルム
を実施例４と同様に調製したが、ただし、ＩＧＩ１２３１ワックスを固体希釈剤として全
フィルム質量の５０％において用い、ミラド３９８８核剤を０．１％において用いた。９
．１ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を６６℃に維持した。約２．４メー
トル／分の線速度を用いた。
【０１０７】
　６６℃に設定された予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いてキャ
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ストフィルム縦方向に１．７～１で延伸し、領域１～６において６６℃およびヒートセッ
ト領域７～８において７７℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方向
に１．８～１の延伸比で延伸した。
【０１０８】
　得られたフィルムは、１４２ミクロンの厚さ、５２％の多孔性、０．５５ミクロンの細
孔サイズおよび２６秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィルムで
あった。
【０１０９】
実施例８
　約６１％のポリプロピレンと約３９％のパラフィンワックスとを有する微孔性フィルム
を実施例４と同様に調製したが、ただし、ＩＧＩ１２３１パラフィンワックスを固体希釈
剤として全フィルム質量の３９％において用い、ミラドＨＰＮ－６８核剤を０．２５％に
おいて用いた。３．６ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を６６℃に維持し
た。約２．１メートル／分の線速度を用いた。
【０１１０】
　キャストフィルムをロールに捲回し、次いで後続の工程において、５７℃に設定された
予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いて縦方向に２．０～１で延伸
し、全ての領域について５５℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方
向に２．０～１で延伸した。
【０１１１】
　得られたフィルムは、５６ミクロンの厚さ、４５．９％の多孔性、０．３３ミクロンの
細孔サイズおよび４２秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィルム
であった。
【０１１２】
実施例９
　約４２．５％のポリメチルペンテンと約５７．５％のパラフィンワックスとを有する微
孔性フィルムを実施例１と同様に調製したが、ただし、ＤＸ８４５ポリメチルペンテンお
よびＩＧＩ１２３１ワックスをそれぞれ、ポリマーおよび固体希釈剤として用いた。８．
２ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を７９℃に維持した。約２．５メート
ル／分の線速度を用いた。
【０１１３】
　５２℃に設定された予熱区域の最終ロールを有するキリオン長さ配向装置を用いてキャ
ストフィルムを縦方向に１．７５～１で延伸し、全ての領域について６０℃の領域温度設
定を有するセリアーテンターを用いて横断方向に１．９～１の延伸比で延伸した。
【０１１４】
　得られたフィルムは、８１ミクロンの厚さ、４５％の多孔性、１．２７ミクロンの細孔
サイズおよび１７秒／５０ｃｍ3のガーレイ空気流を有する不透明な微孔性フィルムであ
った。
【０１１５】
　図４は、得られたフィルムの約４０００×の走査電子顕微鏡写真である。写真は、クロ
ムロールに対してキャストされた面の反対側であるフィルム面である。
【０１１６】
実施例１０ａ～１０ｇ
　本発明のフィルムの拡散反射率の性質、および延伸比と温度とがこれらの性質にどのよ
うに影響をあたえうるかを示すために、一連のフィルムを実施例１のフィルムと同様に製
造した。
【０１１７】
　実施例１に用いられた高密度ポリエチレン／ワックス混合物を押出機内で２３２℃に急
速に加熱して成分を溶融し、その後、温度を冷却し、バレルの残部にわたって１９１℃に
維持した。１４．５ｋｇ／時間の流量を用いた。クロムロールの温度を４６℃に維持し、
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約３．０メートル／分の線速度を用いた。
【０１１８】
　キリオン長さ配向装置を用いてキャストフィルムを表１に示された延伸比および温度を
用いて縦方向に延伸し、領域１～６において６３℃およびヒートセット領域７～８におい
て７４℃の領域温度設定を有するセリアーテンターを用いて横断方向に２．６５～１の延
伸比で延伸した。
【０１１９】
　得られたフィルムは、約１０２ミクロンの厚さを有する不透明な微孔性フィルムであっ
た。これらのフィルムは、クロムロールと接触する面の反対側の面に薄い、より低い多孔
性スキン層を有した。このために、ガーレイ空気流の測定は３０分を超え、その時間の後
、試験を中止し、結果は得られなかった。泡立ち点の細孔サイズはこれらの試料について
計算されなかった。
【０１２０】
　実施例１０ｇは、テンター炉に入る前に最終ニップにおいて実施例１０ｆの２層を一緒
に熱積層することによって作製された。２層積層体を１つの凝集性フィルムとしてテンタ
ーに設けた。
【０１２１】
　入射光の波長のスペクトルにおいて測定されたこれらのフィルムの反射率の％を図５に
示す。（可視スペクトルにわたって）少なくとも９２％の全反射率が望ましく、一般に、
高いレベルが望ましい。
【０１２２】
　表１および図５に示されるように、これらのフィルムの多孔性にほぼ比例している反射
率を延伸比および延伸温度によって変化させることができる。いくつかの実施例について
、全反射率は少なくとも９３％であり、いくつかについては少なくとも９６％であった。
最も高い反射率の値は、フィルムの厚さを２倍にすることによって得られ、装置の制限条
件のために直接製造ではなく積層によって実施された。
【０１２３】
【表１】

【０１２４】
　本発明の種々の修正および変更が本発明の範囲と精神から逸脱せずに実施できることは
、当業者には明白であり、本発明は、ここに示した具体的な実施例によって不当に制限さ
れるものではないと理解されるべきである。特許請求の範囲は以下の通りである。
【図面の簡単な説明】
【０１２５】
【図１】本発明による微孔性フィルムを製造するために本発明の方法において用いられて
もよい装置の図解である。
【図２】ポリエチレンポリマーおよびポリエチレンワックス希釈剤から製造された延伸さ
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れた微孔性材料である、実施例１の顕微鏡写真である。
【図３】ポリプロピレンポリマーおよびポリエチレンワックス希釈剤から製造された延伸
された微孔性材料である、実施例４の顕微鏡写真である。
【図４】メチルペンテンコポリマーおよびパラフィンワックス希釈剤から製造された延伸
された微孔性材料である、実施例９の顕微鏡写真である。
【図５】入射光の波長のスペクトルにおいて測定された実施例１０ａ～１０ｇのフィルム
の反射率の％のグラフである。

【図１】 【図２】

【図３】
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